
(57)【要約】

【課題】　施工性、材料及び施工コスト等の観点から実

用的に、杭頭拘束モーメントを軽減することが可能であ

り、杭や基礎コンクリート部材の断面を経済性に優れた

ものとする杭頭構造を提供する。

【解決手段】　基礎コンクリート部１９に埋め込まれる

杭頭部の周面には、粘性体、弾性体、弾塑性体の少なく

とも一つからなる捲回部材１２が設けられる。また基礎

杭１１の上端面には、必要に応じて、ほぼ中央にほぼ円

形の穴１２ａが形成された弾性体または弾塑性体からな

る有孔円板１２が設けられている。

【選択図】　　　図２

JP 2004-316410 A 2004.11.11



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 礎 コ ン ク リ ー ト に 埋 め 込 ま れ る 杭 頭 部 の 周 面 に 粘 性 体 、 弾 性 体 、 弾 塑 性 体 の 少 な く と
も 一 つ が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 杭 頭 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 基 礎 コ ン ク リ ー ト に 埋 め 込 ま れ る 杭 頭 部 の 全 周 面 に 粘 性 体 、 弾 性 体 、 弾 塑 性 体 の 少 な く
と も 一 つ が 設 け ら れ 、 ほ ぼ 中 央 に ほ ぼ 円 形 の 穴 が 形 成 さ れ た 粘 性 体 、 弾 性 体 、 弾 塑 性 体 の
少 な く と も 一 つ か ら な る 有 孔 円 板 が 前 記 基 礎 杭 の 上 端 面 に 配 置 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 杭
頭 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 杭 の 上 端 面 に 配 置 さ れ た 有 孔 円 板 の 穴 に 、 平 板 ま た は 上 側 に 球 面 を 備 え た 球 面 板 が
配 置 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 杭 頭 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 基 礎 コ ン ク リ ー ト に 埋 め 込 ま れ る 杭 頭 部 の 全 周 面 及 び 上 端 面 の 縁 部 分 を 覆 う 弾 性 体 と し
て 、 古 タ イ ヤ が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 杭 頭 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 基 礎 コ ン ク リ ー ト に 埋 め 込 ま れ る 杭 頭 部 の 周 面 に 粘 性 体 、 弾 性 体 、 弾 塑 性 体 の 少 な く と
も 一 つ が 設 け ら れ 、 前 記 基 礎 杭 の 上 端 に 免 震 部 材 が 設 け ら れ 、 該 免 震 部 材 を 基 礎 コ ン ク リ
ー ト か ら 隔 絶 す る た め に 被 覆 部 材 で 前 記 杭 頭 部 が 覆 わ れ た こ と を 特 徴 と す る 杭 頭 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 複 数 列 の 杭 群 を 有 す る 基 礎 構 造 に お い て 、 外 周 部 に 配 置 さ れ た 杭 の 一 部 ま た は 全 部 が 前
記 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 さ れ た 杭 頭 構 造 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る
基 礎 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 基 礎 杭 の 基 礎 コ ン ク リ ー ト と の 接 合 構 造 に 関 し 、 Ｐ Ｃ 杭 、 鋼 管 杭 、 場 所 打 ち
杭 な ど に 適 用 可 能 な 杭 頭 構 造 及 び こ れ を 用 い た 基 礎 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 基 礎 杭 と 基 礎 コ ン ク リ ー ト と の 接 合 部 、 す な わ ち 、 杭 頭 部 に 水 平 荷 重 が 加 わ っ た 場 合 、
杭 に 生 じ る モ ー メ ン ト 分 布 は 、 杭 頭 部 の 拘 束 条 件 に よ り 、 そ の 分 布 が 大 き く 異 な る 。 多 く
の 場 合 、 杭 は 、 構 造 物 の 基 礎 コ ン ク リ ー ト 内 に 杭 頭 部 が 埋 め 込 ま れ た 状 態 で 使 用 さ れ る た
め 、 モ ー メ ン ト 分 布 は 杭 頭 固 定 と し て 計 算 さ れ る 。 こ の よ う な 計 算 に よ れ ば 、 杭 頭 部 の モ
ー メ ン ト は 地 中 部 最 大 モ ー メ ン ト の 数 倍 に 達 し 、 杭 の 断 面 照 査 は 杭 頭 曲 げ モ ー メ ン ト を 用
い て 行 な わ れ る の で 、 部 材 決 定 上 の 無 駄 が 多 く な る と い う 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 以 上 の よ う な 杭 頭 部 の 接 合 構 造 に 関 し 、 杭 頭 に 球 座 を 置 い て 杭 頭 の 拘 束 曲 げ モ ー メ ン ト
を 低 減 す る 技 術 が 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 ２ 及 び 非 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 。
　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ で は 、 上 方 に 向 か っ て 膨 ら ん だ 球 面 状 の 部 材 が 基 礎 杭 の 頂 部 に 設 け
ら れ 、 こ の 球 面 状 部 材 の 上 に 、 こ れ と 相 補 な 凹 曲 面 を 有 す る 上 部 構 造 物 側 球 面 部 材 が 重 ね
合 さ れ 、 両 部 材 が 貫 通 す る ス ト ッ パ ピ ン で 枢 着 さ れ た 杭 頭 構 造 が 記 載 さ れ て い る 。 こ の 杭
頭 構 造 は 、 中 小 規 模 の 地 震 に 対 し て 剛 結 合 的 な 強 度 が 期 待 さ れ 、 大 規 模 の 地 震 に 対 し て は
、 球 面 状 部 材 と 上 部 構 造 物 側 球 面 部 材 と の 接 触 界 面 に 滑 り を 生 じ さ せ 、 基 礎 杭 や 基 礎 コ ン
ク リ ー ト に 大 き な 曲 げ モ ー メ ン ト が 発 生 し な い よ う に 期 待 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 確 か に 、 特 許 文 献 １ 、 ２ 及 び 非 特 許 文 献 １ 等 に 記 載 さ れ て い る も の は 、 杭 頭 に ヒ ン ジ と
し て の 条 件 が 成 立 す る よ う に 構 成 さ れ た も の で あ る た め 、 杭 頭 の 拘 束 曲 げ モ ー メ ン ト を 小
さ く す る こ と は 可 能 で あ る 。
　 し か し な が ら 、 こ れ に よ り 、 地 中 部 の 最 大 曲 げ モ ー メ ン ト は 逆 に 大 き く な っ て し ま う た
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め 、 こ の 地 中 部 を 基 準 に 杭 断 面 の 設 計 照 査 を 行 う こ と に な り 、 部 材 断 面 に 過 剰 な 設 計 箇 所
が 多 く な る と い う 欠 点 が あ る 。 ま た 杭 頭 が 基 礎 コ ン ク リ ー ト に 埋 め 込 ま れ て い な い た め 、
杭 頭 の ず れ や 水 平 変 位 が 大 き く な り 、 地 震 時 の 安 定 性 に 不 安 が あ る 。 さ ら に は 、 施 工 性 や
材 料 コ ス ト に 課 題 が あ り 、 実 用 上 の 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 基 礎 杭 に は 、 鉛 直 荷 重 と 水 平 荷 重 が 作 用 す る が 、 実 際 に 使 用 さ れ る 状 態 で は 、 限 ら
れ た 区 域 に 多 く の 杭 が 打 た れ 、 こ の 上 に 基 礎 コ ン ク リ ー ト と 上 部 構 造 コ ン ク リ ー ト が 打 設
さ れ る 。 こ の 状 態 で 、 地 震 時 に は 水 平 荷 重 が 杭 に 作 用 す る が 、 こ の 水 平 力 は 、 基 礎 外 周 の
杭 と 中 心 部 の 杭 と で は 、 ２ 倍 程 度 の 差 が 生 じ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 な お 、 杭 頭 構 造 に 関 す る 先 行 技 術 と し て は 、 他 に も 特 許 文 献 ３ 及 び 特 許 文 献 ４ を 挙 げ る
こ と が で き る が 、 こ れ ら に 関 す る 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ７ ３ ３ ９ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ２ ７ ０ ４ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ６ ４ ９ ８ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ４ ０ ２ ６ ６ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 「 基 礎 工 」 株 式 会 社 総 合 土 木 研 究 所 、 ２ ０ ０ １ 年 １ ２ 月 １ ５ 日 、 ｐ ｐ ．
７ ６ － ８ ０
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 施 工 性 、 材 料 及 び 施 工 コ ス ト 等 の 観 点 か ら 実 用 的 に 、 基 礎 の 安 定 を 確
保 し な が ら 杭 や 基 礎 コ ン ク リ ー ト 部 材 の 断 面 を 経 済 性 に 優 れ た も の と す る 杭 頭 構 造 を 提 供
す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 本 発 明 の 別 の 課 題 は 、 群 杭 基 礎 に 発 生 す る 曲 げ モ ー メ ン ト を 均 等 化 す る こ と が で き
る 基 礎 構 造 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト に 埋 め 込 ま れ る 杭 頭 部 の 周 面 に 粘 性 体 、 弾 性 体 、 弾
塑 性 体 の 少 な く と も 一 つ が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 杭 頭 構 造 が 提 供 さ れ る 。
　 本 発 明 で は 、 杭 頭 部 の 周 面 に 粘 性 体 、 弾 性 体 、 弾 塑 性 体 の 少 な く と も 一 つ を 設 け る だ け
で 良 い た め 、 施 工 が 容 易 で あ り 、 材 料 コ ス ト も 比 較 的 安 価 に 抑 え る こ と が で き て 実 用 性 に
優 れ た も の で あ る 。 ま た 杭 頭 部 の 周 面 に 設 け ら れ た 粘 性 体 、 弾 性 体 、 弾 塑 性 体 に よ り 、 基
礎 コ ン ク リ ー ト に よ る 杭 頭 部 の 拘 束 は ヒ ン ジ よ り も 大 き く 、 且 つ 完 全 固 定 よ り も 弱 く な り
、 杭 頭 部 は 基 礎 コ ン ク リ ー ト 内 で 適 度 に 回 転 す る こ と が 可 能 に な り 、 半 固 定 状 態 の 弾 性 ヒ
ン ジ と し て 機 能 す る 。 こ れ に よ り 、 杭 の 頭 部 と 地 中 部 の い ず れ か 一 方 に 、 過 大 な 曲 げ モ ー
メ ン ト が 発 生 す る こ と は 防 止 さ れ 、 杭 断 面 を 設 計 す る た め の 基 準 も 比 較 的 低 く す る こ と が
で き て 、 杭 部 材 や 基 礎 コ ン ク リ ー ト 部 材 を 経 済 性 に 優 れ た も の と す る こ と で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト に 埋 め 込 ま れ る 杭 頭 部 の 全 周 面 に 粘 性 体 、 弾 性 体 、
弾 塑 性 体 の 少 な く と も 一 つ が 設 け ら れ 、 ほ ぼ 中 央 に ほ ぼ 円 形 の 穴 が 形 成 さ れ た 粘 性 体 、 弾
性 体 、 弾 塑 性 体 の 少 な く と も 一 つ か ら な る 有 孔 円 板 が 前 記 基 礎 杭 の 上 端 面 に 配 置 さ れ た こ
と を 特 徴 と す る 杭 頭 構 造 が 提 供 さ れ る 。
　 こ の 杭 頭 構 造 で は 、 有 孔 円 板 が 、 同 じ 厚 さ の 板 体 か ら 形 成 さ れ た も の か 、 あ る い は 穴 の
周 り 部 分 よ り も 外 側 の 縁 部 分 が 厚 い 板 体 か ら 形 成 さ れ た も の を 使 用 す る こ と が で き る 。 ま
た 前 記 杭 の 上 端 面 に 配 置 さ れ た 有 孔 円 板 の 穴 部 分 に は 、 平 板 を 配 置 す る か 、 ま た は 上 側 に
球 面 を 備 え た 球 面 板 を 配 置 す る こ と が で き る 。
　 本 発 明 で は 、 地 震 時 に 杭 頭 に 作 用 す る 水 平 力 が 大 き く な る と 、 杭 頭 の 弾 性 材 等 に よ り 、
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杭 頭 と 基 礎 コ ン ク リ ー ト と の 間 に 部 材 角 が 発 生 し 、 杭 頭 の 拘 束 曲 げ モ ー メ ン ト が 緩 和 さ れ
る よ う に 作 用 す る 。 ま た 杭 体 コ ン ク リ ー ト と 基 礎 コ ン ク リ ー ト と の 支 圧 面 積 を 小 さ く し た
り 、 球 面 に す る こ と に よ り 、 杭 頭 の 水 平 荷 重 に 対 す る 拘 束 力 は 更 に 小 さ く な り 、 杭 頭 ヒ ン
ジ の 状 態 に 近 づ け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 本 発 明 で は 、 前 記 杭 頭 部 の 全 周 面 を 覆 う 弾 性 体 と 、 前 記 杭 頭 部 の 上 端 面 の 縁 部 分 を
覆 う 弾 性 体 と の 両 方 を 構 成 す る た め に 、 古 タ イ ヤ を 使 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の よ う
に 古 タ イ ヤ を 使 用 し て も 、 上 記 と 同 様 に 、 杭 頭 の 拘 束 曲 げ モ ー メ ン ト の 緩 和 が 可 能 に な り
、 杭 頭 ヒ ン ジ の 状 態 に 近 づ け る 作 用 も 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 本 発 明 に よ れ ば 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト に 埋 め 込 ま れ る 杭 頭 部 の 周 面 に 粘 性 体 、 弾 性 体
、 弾 塑 性 体 の 少 な く と も 一 つ が 設 け ら れ 、 前 記 基 礎 杭 の 上 端 に 免 震 部 材 が 設 け ら れ 、 該 免
震 部 材 を 基 礎 コ ン ク リ ー ト か ら 隔 絶 す る た め に 被 覆 部 材 で 前 記 杭 頭 部 が 覆 わ れ た こ と を 特
徴 と す る 杭 頭 構 造 が 提 供 さ れ る 。
　 本 発 明 で は 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト 内 で 杭 頭 部 が 適 度 に 回 転 す る こ と が 可 能 で あ る た め 、 半
固 定 状 態 の 弾 性 ヒ ン ジ と し て 機 能 す る こ と に 加 え て 、 基 礎 杭 の 上 端 に 免 震 部 材 が 設 け ら れ
て い る た め 、 杭 頭 部 曲 げ モ ー メ ン ト の 低 減 と 免 震 効 果 が 得 ら れ る 。 ま た 被 覆 部 材 と 免 震 部
材 と の 固 定 は 任 意 で あ る が 、 固 定 し な い 場 合 に は 、 大 地 震 時 に 極 め て 大 き な 水 平 荷 重 が 作
用 し た と き に も 、 被 覆 部 材 と 免 震 部 材 と の 当 接 部 分 で 滑 り が 生 じ 、 免 震 部 材 に 伝 達 す る 水
平 荷 重 は 低 減 し て 大 き な 減 衰 効 果 が 得 ら れ 、 杭 頭 部 曲 げ モ ー メ ン ト の 低 減 効 果 も 大 き な も
の に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 複 数 列 の 杭 群 を 有 す る 基 礎 構 造 に お い て 、 外 周 部 に 配 置 さ れ た 杭 の 杭
頭 部 が 、 上 記 杭 頭 構 造 の よ う に 弾 性 ヒ ン ジ と し て 半 固 定 状 態 で 基 礎 コ ン ク リ ー ト 内 に 埋 め
込 ま れ た 基 礎 構 造 が 提 供 さ れ る 。
　 地 震 時 に 水 平 荷 重 が 杭 に 伝 達 さ れ る と 、 基 礎 外 周 の 杭 の 頭 部 に は 、 内 側 に 配 置 さ れ た 杭
の ほ ぼ ２ 倍 程 度 の 水 平 力 が 作 用 す る も の で あ る が 、 本 発 明 の よ う に 外 周 部 の 杭 の 頭 部 が 弾
性 ヒ ン ジ と し て 構 成 さ れ る と 、 外 周 部 の 杭 頭 部 に 作 用 す る 水 平 力 は 低 減 さ れ て 、 内 側 に 配
置 さ れ た 杭 は 単 に 頭 部 を 基 礎 コ ン ク リ ー ト 中 に 埋 め 込 む だ け で 、 外 周 部 と 内 側 部 分 で 杭 に
作 用 す る 水 平 力 を 均 等 化 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 杭 頭 構 造 で は 、 杭 頭 部 の 周 面 に 粘 性 体 、 弾 性 体 、 弾 塑 性 体 の 少 な く と も 一 つ を
設 け る だ け で 良 い た め 、 施 工 が 容 易 で あ り 、 材 料 コ ス ト も 比 較 的 安 価 に 抑 え る こ と が で き
る 。
　 ま た 、 こ の よ う な 技 術 分 野 に お け る 先 行 技 術 と は 異 な り 、 本 発 明 で は 、 杭 頭 が 基 礎 コ ン
ク リ ー ト 中 に 埋 め 込 ま れ て 、 杭 と 基 礎 コ ン ク リ ー ト と の 間 に 過 大 な ず れ が 生 じ な い の で 、
重 要 構 造 物 に お け る 地 震 時 の 杭 と 基 礎 コ ン ク リ ー ト の 応 力 低 減 構 造 と し て 実 用 的 な 構 造 で
あ る 。
　 ま た 杭 頭 部 の 周 面 に 粘 性 体 、 弾 性 体 ま た は 弾 塑 性 体 を 設 け る こ と に よ り 、 基 礎 コ ン ク リ
ー ト に よ る 杭 頭 部 の 拘 束 は ヒ ン ジ よ り も 大 き く 、 且 つ 完 全 固 定 よ り も 弱 く な り 、 杭 頭 部 は
基 礎 コ ン ク リ ー ト 内 で 適 度 に 回 転 す る こ と が 可 能 に な り 、 半 固 定 状 態 の 弾 性 ヒ ン ジ と し て
機 能 す る 。 こ れ に よ り 、 過 大 な 曲 げ モ ー メ ン ト が 発 生 す る こ と は 防 止 さ れ 、 経 済 性 に 優 れ
た 杭 の 断 面 設 計 が 可 能 に な る 。
　 杭 頭 と 基 礎 コ ン ク リ ー ト と の 支 圧 面 積 を 小 さ く し た り 、 球 面 に す る こ と に よ り 、 杭 頭 の
拘 束 力 は 更 に 小 さ く な る の で 、 軸 力 が 大 き な 場 合 で も 杭 頭 拘 束 曲 げ モ ー メ ン ト を 小 さ く す
る こ と が で き る 。
　 産 業 廃 棄 物 と し て 、 処 理 に 困 っ て い る 古 タ イ ヤ を 簡 単 な 加 工 と 取 付 け 手 間 で 大 量 に 使 用
す る 機 会 が 得 ら れ る と 共 に 工 費 を 安 く す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 好 適 な 実 施 形 態 を 説 明 す る が 、 本 発 明 は 、 こ の 実 施 形 態 に 限
定 さ れ る も の で は な い 。
　 図 １ は 、 拘 束 条 件 が 異 な る 杭 の 曲 げ モ ー メ ン ト 分 布 を 比 較 し た 図 で あ る 。
　 杭 頭 が 地 盤 中 に 在 る 杭 に お い て 、 杭 頭 部 に 水 平 荷 重 が 加 わ っ た 場 合 、 杭 頭 部 の 拘 束 条 件
に よ り 、 杭 に 生 じ る モ ー メ ン ト 分 布 は 大 き く 異 な る 。 図 １ の 点 線 （ １ ） は 杭 頭 固 定 の 場 合
の モ ー メ ン ト 分 布 で あ り 、 例 え ば 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト 内 に 杭 頭 部 が 埋 め 込 ま れ て 固 定 さ れ
た 杭 が 示 す も の で あ る 。 ま た 図 １ 中 の 一 点 鎖 線 （ ３ ） は 杭 頭 ヒ ン ジ の 場 合 の モ ー メ ン ト 分
布 で あ り 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 ２ 及 び 非 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 杭 が 示 す も の で あ る 。
図 １ か ら 判 る よ う に 、 （ １ ） 杭 頭 固 定 で は 、 杭 頭 部 の モ ー メ ン ト が 地 中 部 最 大 モ ー メ ン ト
の 数 倍 に 達 し 、 （ ３ ） 杭 頭 ヒ ン ジ で は 、 地 中 部 の 最 大 曲 げ モ ー メ ン ト は 逆 に 大 き く な っ て
し ま う 。
　 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 実 線 （ ２ ） に 示 し た よ う に 地 中 部 の 最 大 曲 げ モ ー メ ン ト と 杭 頭
モ ー メ ン ト が ほ ぼ 同 程 度 に な っ て 、 モ ー メ ン ト が 突 出 し て 大 き く な る 箇 所 が 生 じ な い よ う
に 、 杭 頭 部 を 杭 頭 弾 性 ヒ ン ジ で 半 固 定 状 態 に す る も の で あ り 、 以 下 、 そ の 杭 頭 構 造 の 実 施
形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ （ ａ ） （ ｂ ） は 本 発 明 の 杭 頭 構 造 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ の 断 面 図 で あ る 。
　 杭 頭 構 造 １ ０ Ａ で は 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト や 鋼 管 か ら な る 既 製 の 杭 １ １ が 地 盤 １
８ に 打 設 さ れ 、 こ の 杭 １ １ の 周 り の 地 盤 １ ８ 上 に 砕 石 １ ７ が 敷 か れ 、 杭 頭 部 の 周 面 に 粘 性
体 、 弾 性 体 ま た は 弾 塑 性 体 か ら な る 捲 回 部 材 １ ３ が 設 け ら れ る と 共 に 、 必 要 に 応 じ て 、 ほ
ぼ 中 央 に ほ ぼ 円 形 の 穴 １ ２ ａ が 形 成 さ れ た 粘 性 体 、 弾 性 体 ま た は 弾 塑 性 体 か ら な る 有 孔 円
板 １ ２ が 杭 頭 部 の 上 面 に 載 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 砕 石 １ ７ の 上 に 均 し コ ン ク リ ー ト １ ６
が 敷 設 さ れ 、 杭 頭 部 を 埋 め 込 む よ う に コ ン ク リ ー ト が 打 設 さ れ て 基 礎 コ ン ク リ ー ト 部 １ ９
が 形 成 さ れ て い る 。
　 ま た 図 ２ （ ｂ ） の 杭 頭 構 造 １ ０ Ｂ は 、 図 ２ （ ａ ） の 杭 頭 構 造 １ ０ Ａ に お い て 、 杭 頭 部 の
周 り の 基 礎 コ ン ク リ ー ト 部 １ ９ に フ ー プ 筋 １ ５ や 補 強 筋 １ ４ が 設 け ら れ た も の で あ る 。
　 上 記 し た よ う に 、 杭 頭 部 の 上 面 に 載 置 す る 粘 性 体 、 弾 性 体 ま た は 弾 塑 性 体 を 有 孔 円 板 １
２ に す る こ と に よ り 、 杭 頭 の 拘 束 条 件 を よ り ヒ ン ジ に 近 く な り 、 杭 頭 の 拘 束 モ ー メ ン ト を
小 さ く す る こ と が で き る 。
　 こ こ で 、 上 記 粘 性 体 と し て は 、 例 え ば 、 シ リ コ ン 樹 脂 、 ア ス フ ァ ル ト な ど を 使 用 し 、 ま
た 弾 性 体 と し て は 、 例 え ば 、 ゴ ム 、 ウ レ タ ン 樹 脂 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 、 シ リ コ ン 樹 脂 、
ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 樹 脂 な ど を 使 用 し 、 さ ら に 弾 塑 性 体 と し て は 、 ア ス フ
ァ ル ト 、 発 泡 ウ レ タ ン 樹 脂 、 発 泡 ス チ ロ ー ル 樹 脂 な ど を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 上 の 杭 頭 構 造 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ で は 、 杭 頭 部 の 周 面 に 粘 性 体 、 弾 性 体 ま た は 弾 塑 性 体 か
ら な る 捲 回 部 材 １ ３ が 設 け ら れ て い る た め 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト １ ９ に よ る 杭 頭 部 の 拘 束 は
ヒ ン ジ よ り も 大 き く 、 且 つ 完 全 固 定 よ り も 弱 く な り 、 杭 頭 部 は 基 礎 コ ン ク リ ー ト １ ９ 内 で
適 度 に 回 転 す る こ と が 可 能 に な り 、 半 固 定 状 態 の 弾 性 ヒ ン ジ と し て 機 能 す る 。 し た が っ て
、 た と え 水 平 荷 重 が 杭 １ １ に 作 用 し て も 、 杭 頭 部 と 地 中 部 の い ず れ か 一 方 に 、 過 大 な 曲 げ
モ ー メ ン ト が 発 生 す る こ と は 無 い の で 、 杭 断 面 を 設 計 す る 際 の 基 準 を 比 較 的 低 く す る こ と
が で き て 、 杭 断 面 ば か り で な く 、 地 中 梁 な ど の 基 礎 コ ン ク リ ー ト 部 材 を も 経 済 性 に 優 れ た
構 造 に で き る 。
　 ま た 杭 頭 構 造 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ で は 、 杭 頭 部 の 周 面 に 捲 回 部 材 １ ３ を 設 け る だ け で 良 い の
で 、 特 許 文 献 １ 、 ２ 及 び 非 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 従 来 の 杭 頭 構 造 に 比 べ て も 、 施 工 が 容
易 で あ り 、 材 料 コ ス ト も 比 較 的 安 価 に 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 図 ３ （ ａ ） （ ｂ ） の 杭 頭 構 造 ２ ０ Ａ ， ２ ０ Ｂ は 、 図 ２ の 杭 頭 構 造 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ
と は 異 な り 、 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト で 形 成 さ れ た 杭 ２ １ に 本 発 明 を 適 用 し た も の で あ る 。
　 す な わ ち 、 杭 頭 構 造 ２ ０ Ａ で は 、 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト で 地 盤 １ ８ に 杭 ２ １ が 形 成 さ れ
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、 こ の 杭 ２ １ の 頭 部 に 鋼 管 ２ ２ が 嵌 め ら れ 、 杭 ２ １ と 鋼 管 ２ ２ と の 隙 間 に モ ル タ ル な ど の
充 填 材 が 注 入 さ れ 、 鋼 管 ２ ２ の 外 周 面 に 粘 性 体 、 弾 性 体 ま た は 弾 塑 性 体 か ら な る 捲 回 部 材
２ ３ が 設 け ら れ 、 杭 頭 部 の 上 面 に 必 要 に 応 じ て ア ス フ ァ ル ト 等 の 滑 り 材 （ 図 示 せ ず ） が 塗
布 さ れ て い る 。 そ し て 、 杭 頭 部 の 周 り の 地 盤 １ ８ 上 に 均 し コ ン ク リ ー ト ２ ６ が 敷 設 さ れ 、
杭 頭 部 を 埋 め 込 む よ う に コ ン ク リ ー ト が 打 設 さ れ て 基 礎 コ ン ク リ ー ト 部 １ ９ が 形 成 さ れ る
。
　 ま た 図 ３ （ ｂ ） の 杭 頭 構 造 ２ ０ Ｂ は 、 図 ３ （ ａ ） の 杭 頭 構 造 ２ ０ Ａ に お い て 、 ほ ぼ 中 央
に ほ ぼ 円 形 の 穴 ２ ４ ａ が 形 成 さ れ た 弾 性 体 ま た は 弾 塑 性 体 か ら な る 有 孔 円 板 ２ ４ が 杭 頭 上
面 に 設 け ら れ 、 杭 頭 部 か ら 上 方 に 延 び る よ う に Ｐ Ｃ 鋼 線 ２ ５ が 設 け ら れ た も の で あ り 、 Ｐ
Ｃ 鋼 線 ２ ５ は 張 力 が 大 き く 、 伸 長 可 能 で あ る た め 杭 頭 を 拘 束 す る 力 を 比 較 的 小 さ く 抑 え る
こ と で き る も の で あ り 、 さ ら に 、 杭 頭 部 に 引 き 抜 き 荷 重 が 作 用 す る 場 合 に も 充 分 な 耐 力 を
確 保 す る こ と が で き る 。
　 な お 、 捲 回 部 材 ２ ３ の 厚 さ は 、 そ の 材 料 に 応 じ て 実 用 的 に は 杭 頭 が ± ５ ° 程 度 回 転 で き
る よ う に 設 定 し て お け ば 良 い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 図 ４ （ ａ ） （ ｂ ） の 杭 頭 構 造 ３ ０ Ａ ， ３ ０ Ｂ は 、 図 １ 及 び 図 ２ と は 異 な り 、 弾 性
体 を 含 む 円 筒 体 ３ ２ ， ３ ３ が 杭 頭 部 に 設 置 さ れ た も の で あ る 。
　 す な わ ち 、 杭 頭 構 造 ３ ０ Ａ で は 、 場 所 打 ち 杭 や 既 製 杭 ３ １ が 地 盤 １ ８ に 打 設 さ れ 、 こ の
杭 ３ １ の 周 り の 地 盤 １ ８ 上 に 砕 石 １ ７ が 敷 か れ 、 杭 頭 部 の 周 り に 矩 形 断 面 を 有 す る 円 筒 体
３ ２ が 嵌 め ら れ 、 必 要 に 応 じ て 杭 頭 部 の 上 面 に ア ス フ ァ ル ト 等 の 滑 り 材 や 縁 切 り 材 （ 図 示
せ ず ） が 固 着 さ れ 、 砕 石 １ ７ の 上 に 均 し コ ン ク リ ー ト １ ６ が 敷 設 さ れ 、 杭 頭 部 を 埋 め 込 む
よ う に コ ン ク リ ー ト が 打 設 さ れ て 基 礎 コ ン ク リ ー ト 部 １ ９ が 形 成 さ れ て い る 。
　 こ こ で 、 円 筒 体 ３ ２ は 、 ゴ ム や 軟 質 塩 化 ビ ニ ル 等 の 弾 性 体 か ら な る 中 空 リ ン グ 材 ３ ２ ａ
の 内 部 に 、 ゴ ム チ ッ プ 、 砂 、 礫 、 ソ イ ル セ メ ン ト 、 発 泡 ウ レ タ ン 樹 脂 、 発 泡 モ ル タ ル 、 ア
ス フ ァ ル ト 等 の 弾 塑 性 体 ３ ２ ｂ が 充 填 さ れ た も の で あ る 。
　 ま た 図 ４ （ ｂ ） の 杭 頭 構 造 ３ ０ Ｂ は 、 図 ４ （ ａ ） の 円 筒 体 ３ ２ と は 異 な る 円 筒 体 ３ ３ が
設 け ら れ た も の で あ り 、 こ の 円 筒 体 ３ ３ は ゴ ム タ イ ヤ ３ ３ ａ の 内 部 に 同 様 な 弾 塑 性 体 ３ ３
ｂ が 充 填 さ れ て 形 成 さ れ た も の で あ る 。 こ の ゴ ム タ イ ヤ ３ ３ ａ と し て 、 例 え ば 、 廃 棄 さ れ
た 古 タ イ ヤ を 用 い る こ と も 可 能 で あ り 、 こ れ に よ り 廃 棄 物 で あ る 古 タ イ ヤ の 再 資 源 化 も 可
能 に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 図 ５ は 、 図 ２ ～ 図 ４ と は 異 な る 杭 頭 構 造 ４ ０ を 示 す 断 面 図 で あ る 。
　 杭 頭 構 造 ４ ０ で は 、 場 所 打 ち 杭 や 既 製 杭 ４ １ が 地 盤 １ ８ に 打 設 さ れ 、 こ の 杭 ４ １ の 周 り
の 地 盤 １ ８ 上 に リ ン グ 状 に コ ン ク リ ー ト 台 座 ４ ８ が 設 け ら れ 、 こ の コ ン ク リ ー ト 台 座 ４ ８
の 周 り に 砕 石 １ ７ が 敷 か れ 、 コ ン ク リ ー ト 台 座 ４ ８ の 上 に 弾 性 体 又 は 弾 塑 性 体 ４ ５ が 載 置
さ れ る 。 そ し て 、 杭 頭 部 の 上 に は 免 震 部 材 ４ ２ が 固 定 さ れ 、 こ の 免 震 部 材 ４ ２ を 覆 う よ う
に カ バ ー ４ ３ が 設 け ら れ 、 こ の カ バ ー ４ ３ の 周 り に 均 し コ ン ク リ ー ト １ ６ が 敷 設 さ れ 、 カ
バ ー ４ ３ で 被 覆 さ れ た 杭 頭 部 を 埋 め 込 む よ う に コ ン ク リ ー ト が 打 設 さ れ て 基 礎 コ ン ク リ ー
ト 部 １ ９ が 形 成 さ れ る 。
　 こ こ で 、 免 震 部 材 ４ ２ は 、 免 震 ゴ ム ４ ２ ｂ の 上 下 に 鋼 板 等 か ら な る 上 下 プ レ ー ト ４ ２ ａ
， ４ ２ ｃ が 固 定 さ れ た も の で あ り 、 下 プ レ ー ト ４ ２ ｃ は ボ ル ト ４ ４ に よ り 杭 頭 上 面 に 固 定
さ れ る 。 ま た カ バ ー ４ ３ は 、 上 面 板 ４ ３ ａ と 側 面 板 ４ ３ ｂ と か ら 構 成 さ れ 、 免 震 部 材 ４ ２
と 弾 性 体 又 は 弾 塑 性 体 ４ ５ と 杭 頭 部 と を 内 部 に 収 容 す る こ と が で き る よ う な 箱 状 に 形 成 さ
れ て い る 。 こ の カ バ ー ４ ３ は 、 上 方 か ら の 荷 重 を 免 震 部 材 ４ ２ に 伝 達 し 得 る よ う に 、 上 面
板 ４ ３ ａ が 免 震 部 材 ４ ２ の 上 プ レ ー ト ４ ２ ａ に 当 接 す る よ う に 設 け ら れ る 。 ま た カ バ ー ４
３ の 側 面 板 ４ ３ ｂ は 、 弾 性 体 ４ ５ に 当 接 す る よ う に 配 置 さ れ 、 こ の 弾 性 体 又 は 弾 塑 性 体 ４
５ は 杭 頭 周 面 に 当 接 す る よ う に 配 置 さ れ 、 水 平 荷 重 が 側 面 板 ４ ３ ｂ と 弾 性 体 又 は 弾 塑 性 体
４ ５ と を 介 し て 杭 頭 部 に 伝 達 し 得 る よ う に さ れ て い る 。
　 な お 、 カ バ ー ４ ３ の 上 面 板 ４ ３ ａ と 、 免 震 部 材 ４ ２ の 上 プ レ ー ト ４ ２ ａ は 、 ボ ル ト な ど
に よ り 固 定 す る か 、 あ る い は 両 部 材 ４ ３ ａ ， ４ ２ ａ が 当 接 状 態 で 摺 動 で き る よ う に 非 固 定
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に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 杭 頭 構 造 ４ ０ で は 、 杭 頭 部 が 半 固 定 状 態 の 弾 性 ヒ ン ジ と し て 機 能 す る こ と に 加 え て 、 杭
４ １ の 上 端 に 免 震 部 材 ４ ２ が 設 置 さ れ て い る の で 、 杭 頭 部 曲 げ モ ー メ ン ト の 低 減 と 免 震 の
両 方 の 効 果 が 得 ら れ る 。
　 ま た 免 震 部 材 ４ ２ の 上 プ レ ー ト ４ ２ ａ を カ バ ー ４ ３ の 上 面 板 ４ ３ ａ に 固 定 し な い 場 合 に
は 、 大 地 震 時 に 極 め て 大 き な 水 平 荷 重 が 作 用 し た と き に 、 上 面 板 ４ ３ ａ と 上 プ レ ー ト ４ ２
ａ と が 摺 動 す る の で 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト と 構 造 物 に 伝 わ る 振 動 は 大 き く 減 衰 さ れ る と 共 に
、 杭 頭 部 に 生 じ る 曲 げ モ ー メ ン ト も 低 減 さ れ る 。
　 逆 に 、 免 震 部 材 ４ ２ の 上 プ レ ー ト ４ ２ ａ を カ バ ー ４ ３ の 上 面 板 ４ ３ ａ に 固 定 し た 場 合 に
は 、 通 常 の 免 震 ゴ ム を 用 い た 基 礎 構 造 と な り 、 設 計 水 平 力 内 で は 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト 部 １
９ と 免 震 部 材 ４ ２ が 一 体 と な っ て 挙 動 す る の で 、 免 震 部 材 ４ ２ の 免 震 効 果 が よ り 効 果 的 に
発 揮 さ れ る 。 ま た カ バ ー ４ ３ 内 に 適 切 な 粘 性 体 を 充 填 す る こ と に よ り 、 免 震 ゴ ム ４ ２ ｂ を
保 護 す る こ と が で き る と 共 に 、 ダ ン パ ー と し て の 機 能 を 付 加 す る こ と が で き る 。 な お 、 弾
性 体 ま た は 弾 塑 性 体 ４ ５ は 、 コ ン ク リ ー ト の 廻 り 込 み を 阻 止 す る た め の 型 枠 を 兼 ね て い る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 図 ６ は 、 図 ２ ～ 図 ５ と は 異 な る 杭 頭 構 造 ５ ０ を 示 す 断 面 図 で あ る 。
　 杭 頭 構 造 ５ ０ は 、 地 盤 １ ８ に 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト で 形 成 さ れ た 杭 ５ １ に 本 発 明 を 適 用
し た も の で あ り 、 こ の 杭 ５ １ の 頭 部 に 鋼 管 ５ ２ が 嵌 め ら れ 、 杭 ５ １ と 鋼 管 ５ ２ と の 隙 間 に
モ ル タ ル な ど の 充 填 材 が 注 入 さ れ 、 鋼 管 ５ ２ の 外 周 面 に 粘 性 体 、 弾 性 体 ま た は 弾 塑 性 体 か
ら な る 捲 回 部 材 ５ ３ が 設 け ら れ 、 ほ ぼ 中 央 に ほ ぼ 円 形 の 穴 が 形 成 さ れ た 粘 性 体 、 弾 性 体 ま
た は 弾 塑 性 体 か ら な る 有 孔 円 板 ５ ５ が 杭 頭 部 の 上 面 に 載 置 さ れ 、 こ の 有 孔 円 板 ５ ５ の 中 央
の 穴 に 、 鋳 鉄 等 か ら な る 円 板 ５ ６ が 嵌 め ら れ る 。 こ の 円 板 ５ ６ は 、 下 面 に 凸 部 ５ ６ ａ を 有
し 、 上 面 ５ ６ ｂ が 上 方 へ 膨 ら む 球 面 状 に 形 成 さ れ て お り 、 一 方 、 杭 頭 部 上 面 の ほ ぼ 中 央 に
は 予 め 孔 ５ １ ａ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 孔 ５ １ ａ に 円 板 ５ ６ の 凸 部 ５ ６ ａ が 嵌 合 し て い る
。 そ し て 、 杭 頭 部 の 周 り の 地 盤 １ ８ 上 に 均 し コ ン ク リ ー ト ２ ６ が 敷 設 さ れ 、 杭 頭 部 を 埋 め
込 む よ う に コ ン ク リ ー ト が 打 設 さ れ て 基 礎 コ ン ク リ ー ト 部 １ ９ が 形 成 さ れ る 。
　 以 上 の よ う に 、 杭 頭 構 造 ５ ０ で は 、 有 孔 円 板 ５ ５ に よ り 、 杭 頭 部 上 面 と 基 礎 コ ン ク リ ー
ト と の 支 圧 面 積 を 小 さ く し 、 且 つ 、 球 面 状 の 上 面 ５ ６ ｂ を 有 す る 円 板 ５ ６ を 杭 頭 部 上 面 に
設 け る こ と に よ り 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト １ ９ に よ る 杭 頭 の 拘 束 力 を 小 さ く す る こ と が で き 、
軸 力 が 大 き な 場 合 で も 杭 頭 拘 束 曲 げ モ ー メ ン ト を 小 さ く で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 図 ７ （ ａ ） は 、 図 ２ ～ 図 ６ と は 異 な る 杭 頭 構 造 ６ ０ を 示 す 断 面 図 で あ り 、 図 ７ （
ｂ ） は 一 方 の サ イ ド ウ ォ ー ル を 切 断 し 、 他 方 の サ イ ド ウ ォ ー ル ６ ２ ａ と ト レ ッ ド ６ ２ ｂ と
を 残 し た 古 タ イ ヤ ６ ２ の 側 面 図 で あ る 。 杭 頭 構 造 ６ ０ で は 、 場 所 打 ち 杭 や 既 製 杭 ６ １ に 本
発 明 を 適 用 し た も の で あ り 、 図 ７ に 示 し た よ う に 、 古 タ イ ヤ ６ ２ の サ イ ド ウ ォ ー ル ６ ２ ａ
で 杭 ６ １ の 頭 部 上 端 面 の 縁 部 分 を 覆 い 、 古 タ イ ヤ ６ ２ の ト レ ッ ド ６ ２ ｂ で 杭 頭 部 の 全 周 面
を 覆 い 、 サ イ ド ウ ォ ー ル ６ ２ ａ の ビ ー ド ６ ２ ｃ と 杭 頭 上 面 と の 隙 間 を シ ー ル 材 ６ ３ で 封 止
し て い る 。 す な わ ち 、 サ イ ド ウ ォ ー ル ６ ２ ａ は 、 図 ２ （ ａ ） の 杭 頭 構 造 １ ０ Ａ に お け る 有
孔 円 板 １ ２ に 相 当 す る も の で あ る 、 ト レ ッ ド ６ ２ ｂ は 、 図 ２ （ ａ ） に お け る 捲 回 部 材 １ ３
に 相 当 す る も の で あ る 。 し た が っ て 、 図 ７ （ ａ ） の 杭 頭 構 造 ６ ０ は 、 図 ２ （ ａ ） の 杭 頭 構
造 １ ０ Ａ と 同 様 な 作 用 や 効 果 を 有 す る も の で あ り 、 更 な る 効 果 と し て 、 産 業 廃 棄 物 で あ る
古 タ イ ヤ を 簡 単 な 加 工 と 取 付 け 手 間 で 大 量 に 有 効 利 用 可 能 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 図 ８ は 複 数 列 の 杭 群 を 有 す る 基 礎 構 造 ７ ０ を 簡 略 に 示 し た 図 で あ っ て 、 こ の 基 礎
構 造 ７ ０ で は 、 外 周 部 に 配 置 さ れ た 杭 ７ ３ と 基 礎 コ ン ク リ ー ト 部 ７ ２ と の 接 合 部 に 、 上 記
図 ２ ～ 図 ７ の い ず れ か の 杭 頭 構 造 を 適 用 す る 一 方 で 、 外 周 の 杭 ７ ３ よ り も 内 側 に 配 置 さ れ
た 杭 ７ １ の 杭 頭 部 は 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト 部 ７ ２ に 埋 め 込 ま れ て 固 定 さ れ る 。
　 こ の よ う に 外 周 の 杭 ７ ３ の 杭 頭 部 が 弾 性 ヒ ン ジ と し て 半 固 定 状 態 で 基 礎 コ ン ク リ ー ト 内
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に 埋 め 込 ま れ る と 、 内 側 で 完 全 固 定 さ れ た 杭 頭 部 に 比 べ 、 外 周 部 の 杭 頭 部 に 作 用 す る 水 平
力 は 大 き く 低 減 さ れ る た め 、 外 周 部 と 内 側 部 分 で 杭 に 作 用 す る 水 平 力 を 均 等 化 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 杭 頭 に お け る 曲 げ モ ー メ ン ト 分 布 を 比 較 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） （ ｂ ） は 本 発 明 の 杭 頭 構 造 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） （ ｂ ） は 図 ２ と は 異 な る 実 施 態 様 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ ａ ） （ ｂ ） は 図 ２ 及 び 図 ３ と は 異 な る 実 施 態 様 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ 乃 至 図 ４ と は 異 な る 実 施 態 様 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ２ ～ 図 ５ と は 異 な る 杭 頭 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 （ ａ ） は 図 ２ ～ 図 ６ と は 異 な る 杭 頭 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の
杭 頭 構 造 に 使 用 す る 古 タ イ ヤ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 基 礎 構 造 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ 　 杭 頭 構 造
　 １ １ 　 杭
　 １ ２ 　 有 孔 円 板
　 １ ３ 　 捲 回 部 材
　 １ ９ 　 基 礎 コ ン ク リ ー ト 部
　 ２ ０ Ａ ， ２ ０ Ｂ 　 杭 頭 構 造
　 ２ １ 　 杭
　 ２ ３ 　 捲 回 部 材
　 ２ ４ 　 有 孔 円 板
　 ３ ０ Ａ ， ３ ０ Ｂ 　 杭 頭 構 造
　 ３ １ 　 杭
　 ３ ２ ， ３ ３ 　 円 筒 体
　 ４ ０ 　 杭 頭 構 造
　 ４ １ 　 杭
　 ４ ２ 　 免 震 部 材
　 ４ ３ 　 カ バ ー （ 被 覆 部 材 ）
　 ４ ５ 　 弾 性 体 又 は 弾 塑 性 体
　 ５ １ 　 杭
　 ５ ２ 　 鋼 管
　 ５ ３ 　 捲 回 部 材
　 ５ ５ 　 有 孔 円 板
　 ５ ６ 　 円 板
　 ６ ０ 　 杭 頭 構 造
　 ６ １ 　 杭
　 ６ ２ 　 古 タ イ ヤ
　 ６ ３ 　 シ ー ル 材
　 ７ ０ 　 基 礎 構 造
　 ７ １ 　 内 側 に 配 置 さ れ た 杭
　 ７ ２ 　 基 礎 コ ン ク リ ー ト 部
　 ７ ３ 　 外 周 部 に 配 置 さ れ た 杭
　 ７ ３ Ａ 　 杭 頭 構 造
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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